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Abshact Mushroorn fauna of Riehiri Ie., northem Hokkaidq Japaq ie additionaly reported. In this study,

thirty nine species belonging to 34 genera in 20 fam ies are newry recorded fmm Riehiri Isrand.

はじめに

前回、筆者らは 50科 133属 212種のキノコを利

尻島より報告した。今回は 1998年 における調査に

よって新たに発見されたキノコ20科 34属 39種を

報告する。五十嵐恒夫先生 (北広島市)、 吉見昭一・

上日俊穂両先生 (京都)には調査や同定などで大変
お世話になった。ここに深くお礼申し上げたい。

凡例

科名の配列は今関・本郷(1987,1989)に 主に従
い、種の配列は属名のアルファペット順とした。
・和名、学名は主に今関 本郷(1987,1989)に 従っ
たが、それ以外のものは末尾肩に文献番号をつ

けた。

標本類は利尻町立博物館(RTMPU)と 佐藤清吉

(SSC)がそれぞれ保管する。

利尻島産キノコロ録 (追加 )

ヒラタケ科

トキイロヒラタケ

Preur.tuF"rmclneos`.″
“
neus L Vass

RTMPU419;柄は殆どなく、広葉樹、特にハリギ

リ、キハダ枯木に重生する。毎年続けては出ない。

薄いピンク色だが日に当たると白くなる。食用。

スエヒロタケ

Sch20P■yfru communL Fr:F■

RTMFU420;一般的には枯木に重生するが、堆肥

に付いていたこともある。胞子は人の肺に入って

悪さをすると言われているので用心した方が良い。

食毒不明。

キシメジ科

ヤグラタケ

ス,trop■ο
"rycopeだ

Oides(Bu11)Ditm=Pr

SSC;ク ロハツ、クロハツモ ドキ等の朽ちかけた



疇
・ け

カサにしっかりと立つ。食べたいとは思いません

ね。食轟不明。

クロホテイシメジ

C″切任 ― ranelarba M嘔

SSC;ク ロと言つているが濃い灰色でホテイシメ

ジにそつくり。食毒不明。

タマツキカレハタケ

Cdゆ a COd百 (Bres.)J・ D.Amold
RTMF」435;普通の人なら目に付かない小さなキ

ノコ。朽ちたキノコに生ずるが、根元に小さな玉

がある。食不適。

ヒナノヒガサ

Q●nema rttL(BuL:L)｀ ng.
RTMFIJ458;食用には向かないがヽよく見るとか

わいいキノコだ。食不通。

ウマノケタケ

Maコ囲ぼus m""ul F.MuelL

RTMFU427;こ んなに小さくてもキノコかと思う

ほど小さい。柄は荷れの針金並。食不適。

テングタケ科

テングタケ

Am扇
“
Panebe●●aのC・ :1■)mmbL

RTMFU470;黒 くても赤 くてもカサに自いパ ツチ

(綸をちぎって付けたような点々)が付υヽている

と毒キノコとわかぅている人が殆どだが、中には

奥さんの上めるのも開かずに食べて救急車で通ば

れた人もいる。子着は一日食べてすぐ腰が抜けた

がどうやら死ななかった。強い毒。

ウラベニガサ科

オオフクロタケ

yoherL.pecimaれ
3rolocep■■ ∝ :F→毎

RTMFU421;肥沃な地面から生ずるがカサは黒っ

ぼく、柄にツバがなく、ツポは大きく田いて白い。

食用だがよく知っている人に聞いてからにしてく

ださい。

ハラタケ科

ザラエノハラタケ

…

mS●ubmtr●cens“mm

SSC;ハ ラタケ類のヒグは初め、薄いピンク色か

ら次第に黒くなるのが特徴だ。柄にササクレがあ

る。ヒグが黒くなると食べる気にならない。食轟

不明。

フウセンタケ科

ッパフウセンタケ       .
C面コ″j口,“mJJ●

=“ lF,:F■)F■

RTMFU454;こ のキノコは中より大きく、たくさ

んあればいいのだが、たま―にしかないので食べ

るまでに至っていない。食用。

ッパアプラシメジ

Co血面
“
●dr面む 6.w.;η L

RTMFU467;カ サはどうみても美味しそう。柄の

模様が褐色の環を何まか付けることで見分けられ

るので、こ力さ6食用。

クロトマヤタケ

fao9be racem e"L)mmmer

RTMFU448;食欲をそそるキノコではない。トヤ

マとは車で作った屋根のことだそうだ。毒。

チヤヒラタケ科

チャヒラタケ

C"Pidο
“
,nd′お●極 籠:F■)Kummer

RTMFU432:柄がなく朽木に生するキノコ。小さ

くて食べる対象のキノコではない。食毒不明。

ォウギタケ科

オウギタケ

GomP■ldus m“
"(F■)輸

.

RTMIU456;丸山型のキノコで針索構林にアミタ

ケと一緒に生する。美味しい。食用。
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イグチ科

ドクヤマ ドリ

Boretus sP 5

RTMFU468;ト ドマッの根元に生することが多
Vヽ。色や形で食毒を判断することはできない毒ら

しくないキノコ。毒。近年、3 7Caenansと 命名

されたようである。

コウジタケ

Borerus tttem‐ Peck

SSC;あまり大きくないキノコで、柄に赤い線が

縦に並ぶ、地は黄色い。食用。

シロヤマイグチ

Lecclnum L● Iopus(RottL)V"hg

SSC;ヤマイグチと形は同じだ力ヽ カサの色が自

い。カンバ類の林に生ずる。食用。

キンチャヤマイグチ

Lcclnum ve●IPere(F■)Sndl

RTMPU 465;肉 も柄 もしっかりして、苅でて刺

し身が美味 しく、優雅に食べたいものだ。食用。

シロヌメリイグチ

sufrfus I覇ぬ us(BerL in Ho●L)0.Kuntze

RTMFU 472;「 シロ」というから白いと思うが、

天気が良いときはカサの色が暗茶色のことが多

い。ハナイグチは採られても、このキノコは残っ

ている。ラクヨウより身は少し柔らかいが美味し

い。食用。

ゴヨウイグチ

Stt″fus praごdus(BOn9rdenl Sing.

SSC;五葉松の本の下に生する。食用。

オクヤマニガイグチ

ryfoP.Ius.『ぉ HOngo

RTMFU 443

ベニタケ科

ケシロハツモ ドキ

[●cauJus subvdfereus Peck

RTMFU430;針業構広葉湾の混交林に多く見られ

る。幼菌の内からカサに落ち葉をいっばい付けて

落ち葉がくれの行を使う。辛いので誰も採らな

い。食不適。

シロハッ

Rutt d」 ca F=

RTMFU441:カ サはジ ヨウゴ型で落ち業 をいっば

いのせている。食べられるというが辛いので、食

べる人はほとんどいない。食用。

アンズタケ科

ヒナアンズタケ

Cand缶υtrus,"".r Peck

SSC;ア ンズタケに似るがずっと小さい。美味し

いと言われているが、まだ食べたことがない。食

べるほどないのだ。食用。

シロソウメンタケ科 5

フキガマホタケモ ドキ

RsJ′Jが
`Pc“"tldiJ
RTMFU423;フ キカt枯れて黒 くなった柄につく。

白く小さなパットを立てたようだ。小人なら擦り

おろしてトロロがわりにするだろうか。食毒不

明。

ホウキタケ科

ホウキタケ

&回轟ab●り養 eC・s:FL)ヽ cken

RTMPU431;針薬樹林で採集。とても美味しい。

柄は白いが先靖は淡紫色か淡瓶色で美味しい。食

用グー。

イポタケ科

(和名なし)

Hyd2」懃 缶リロmm tFr.:F■)K薇 .

RTMFU425;ス イスのキノコ園鑑の裏表紙に写真

が出ていた。こんなキノコが日本にもあるのかと

思っていたが、利尻島にあって鵞いた。幼菌のう



佐藤清吉・生藝髪彦

ちは赤ワインのような液をつけている。食不通。

多孔■科

アイカワタケ

Lctlporus surphureus(F■ )MШ置■

RTMFU433;マ スタケなんか美味しくない、とい

う人がいる。料理法か好き嫌いのせいかと思って

いたが、香り、歯触りが全然違うことがわかり、

本種と間違って食べていたようだ。食不適。

モミサルノロシカケ

P■erfb“ ヵ面 jilAILs由.et S品abL)Im2

ssc;ト ドマツにしか付かない。この菌が付 くと、

樹の幹は縦に長くへこみ (濠腐)丸い感 じのキノ

コを作る。食不適。

アシグロタケ

PofPorfrus badlus(PeIS・ exs F.Grayp Lnaz山

RTMnJ449;表皮は薄く皮に似て固くて食べられ

ないが、「グシ」にするとどんなダシにも負けな

い。グシキノコ。

アミヒラタケ

P・●・
rus squamosus Fi

RTMFU412:標本化失敗。幼菌は非常に美味し

い。広業構の枯木 (ヤチダモ、オヒヨウ、イタヤ

などに多い)に古いバイクのイスに似た格好で重

生する。食用。

スッポンタケ科

シマイヌノエフデ   ′

J―IS bO血en轟 (Fisch。 )u●ld

ssc;キツネノロウソクに似ているが、柄は白い

だけで変わりはない。どちらも白い玉から出てく

るが、一日中立っていないで午苗中で朽ちる。食

毒不明。

シロキクラゲ科 S

ロウタケ

Sしιadna inoms“ □r6

RTMFU429;草の根元にクズカキをまぶしたよう

な、キノコらしくないキノコである.食毒不明。

ノポリリュウタケ科

シャグマアミガサダケ

0"消"“
CIII“ ta(Pぃ・)L

RTMIU406;頭部は脳みそ状で気持ちが悪い。桜

の花が咲く頃、トドマツ林に出るが、猛毒なので

くれぐれも食べないで下さい。

ノポリリユウ

Herdra“寧 lsCOp.)F■      ‐

RTMR」464;白 い龍が空にかけのはつた姿を想像

しての命名なのでしようか。キノコのイメージの

ないキノコだが、油をきかせた料理が美味しい。

針葉樹林地上。食用。

.   
バッカクキン科 5

エニワセミタケ

C・‐ epS Sp.・

RTMFU438、 440;頭部がツノ状になっているの

はまだ幼菌かと思われる。薬用。

ハチタケ

COr●Ceps sP■ ecocep■ ara'

RTMFU424;吉村正志氏 (利尻富士町)採集。頭

部が3 mm以下位のものをよく見つけたものだ

と感心する。頭部は耳かき型。薬用。

クロサイワイタケ科

マメザヤタケ

V五 apOrp・ 7La(PerS・ )Grev.
RTMFU434;広葉樹朽木上にポツポツと出るが、

食べられない。が、幸いが訪れるかも・・・。食

毒不明。
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『

正

首号の報告に対して、以下のこ指綺があった。こ

こに慎んrIIしたぃ。本郷次難先生からはクロニ
ガイグチは苦味がない南方系の種で、利尻産のもの

は別種の可鮨性が高いとご指摘を受けた。よぅて再

検討を要する標本として、■回のクロニガイグチ

CRTMRE")を未日定腱として保留したい。また、
上田俊■先生からは学名の訂正を受けた。アカモミ

タケはLc口ぼコ
`ra“
h酬
"に、オキナクサ

ハツは

R― miFに訂正する。■先生のご指情、心より
3●したい。


